
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来食べられるのに、捨てられてしまう食品のことを「 」といいます。 

食べられる食品を捨ててしまうことは「もったいない」だけでなく、環境等の問題にもつながります。 

食品ロス削減のために私たちに何ができるのか、考えてみましょう。 

日本の食品ロス量年間 600万トンのうち、約 300万トンは家庭から発生しています。 

みんなが「 」という思いを持ち、行動することで食品ロスを減らすことが出来ます。 

無駄な買い物をしない、食べきれる量の料理を作るなど、それぞれできることから始めてみませんか。 

 明石市内の家庭において、調理くず、食べ残し

の食品は年間 17,123 トン、手つかずの食品は 

年間 1,795 トンあり、明石市民一人あたり年間

約 62kg、 お茶碗に 分

の食べものを捨てていることになります。 

食品ロスを減らすためには、 が

重要です。 
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食品系ゴミ 
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消費者庁データ 

ヒントはウラ面に！ 

生ごみの が  

生ごみの中の水分を減らすことができれば、

ごみの量を減らすことが出来ます。 

ごみを捨てる際には水を切りましょう。 令和 3年度データ 

ゴミ減量のためのお願い 

 


